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川崎プロボノ部２０２５

プロジェクト型プロボノ
川崎市で多様な活動をしている６団体に対して
プロボノワーカー２２名 運営委員１０名（伴走支援６名、その他４名）で
団体の課題解決を支援

町内会・自治会向けデジタルツール紹介講座・ＬＩＮＥ公式アカウント講座
２０２３、２０２４年度実施の町内会・自治会向けデジタル支援のノウハウを生かして
デジタルツール紹介講座︓４０の町内会・自治会を対象に実施
ＬＩＮＥ公式アカウント講座︓１３の町内会・自治会を対象に実施

プロボノワーカーは
３０歳代から７０歳代のシニアまで、多様な経験・スキルを持った市民が参加
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プロボノ人数
（）は運営委員サポート内容活動拠点支援団体名種別

３（１）資金調達・支援者開拓
営業資料・営業力バックアップ幸区幸区盛り上げ隊NPO法人

４（１）情報発信、会計業務の改善多摩区多摩区ソーシャルデザインセンター一般社団法人

３（１）組織運営幸区学生ボランティア川崎リンクス任意団体

４（１）広報 麻生区おれんじあさお任意団体

４（１）広報高津区たかつマンション防災ネットワーク協議会任意団体

４（１）資金調達・支援者開拓中原区エンパワメントかながわ認定NPO法人

町内会・自治会向けデジタルツール紹介講座・・・参加町内会・自治会数

プロジェクト型プロボノ・・・支援団体と支援内容・体制

麻生区多摩区宮前区高津区中原区幸区川崎区区名
８５１１１２４９合計

©  川崎プロボノ部2025



プロジェクト型プロボノ・・・活動紹介

１幸区盛り上げ隊 ２多摩区ソーシャルデザインセンター（多摩区SDC）
1)団体の紹介
幸区をママが楽しく暮らせるように、ママとママに対してやさしい活動をしている人のマッ
チングをしている団体。子育て支援やマルシェ、イベント等を開催しながら、幸区の魅
力発信も行っている。
2)支援内容・・・資金調達・支援者開拓・営業資料・営業力バックアップ
フリーペーパー『にゃんだふる通信』に掲載する広告を増やすための施策の検討支援
3)支援メンバー、支援期間、支援のポイント
３名で支援 ５か月
①スポンサー候補に響く資料の具体化を支援する
②効率の良い営業活動に資するツールの具体化を支援する
＊団体さんとのすり合わせ、着地点の設定に時間をかけた。
ワーカーそれぞれの分担、スケジュールを決め、効率的に支援を進めることができた

4)成果物
①スポンサー候補向け営業資料②アタックリスト

1)団体の紹介
地域の課題解決と交流促進を目的に、子ども食堂の運営、地域活動相談や
助成、登戸・たまがわマルシェやカラフルカフェなどの交流イベントを実施している。
さらに認知症カフェや高齢者向けスマホ講座、障害者団体作品販売支援、創
業相談など多世代に開かれた活動を展開し、地域に根差した持続的なまちづ
くりを目指している。
2)支援内容・・・情報発信、会計業務の改善
社会人メンバーを増やすことを狙いにした、現在のWebページのリニューアルの
支援。会計担当者の負担軽減に向けた業務改善支援。
3)支援メンバー、支援期間、支援のポイント
４名で支援 ５か月
①ペルソナの設定、あるべき姿の明確化等、Webページのリニューアルの基礎と
なるコンセプトメイキングの丁寧な実施を行う
②「こうしてはどうか、なぜなら」という形の提案に務めて、納得感の醸成を重視
して進める
③会計業務については、担当者への対面ヒアリングを通じて業務の概略を円
滑に把握した。活動で目指す未来

＊オンライン中心の支援となり、意思疎通
の難しさを感じた。

＊当初は情報発信の支援のみの予定だ
ったが、チームに会計の専門家がいたこと
もあり、会計業務の改善にも踏み込んだ

4)成果物
①Webページのリニューアル
②会計マニュアル
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買い物ツアー「ロバの日」

３学生ボランティア川崎リンクス ４おれんじあさお
1)団体の紹介
川崎市立看護大学の学生ボランティアサークル。障がい児・者を対象として、
日常的な生活支援から外出支援までを行い、障がいを持つ人の生活の実際
を学んでいる。また、障がい児・者イベントなどにも参加して、社会的に、日常
的にどのような課題があるのかを考える機会を設けている。
2)支援の内容・・・組織運営
メンバーの想いを言語化し、共感できる理念・目的にまとめることを支援。さらに、
活動実施に向けた準備や注意点を整理し、役割分担や運営体制づくりをサ
ポートする
3)支援メンバー、支援期間、支援のポイント
3名で支援 5か月
共感できる理念・目的を作るプロセスとしてワークショップ形式を採用
＊団体の想いを最優先し、オトナの考えを押し付けないようにした
ワークショップの「問い」作りは、十分な時間をかけた

1)団体の紹介
麻生区民全員を対象に、認知症への偏見をなくして皆で共生する社会実現のた
めに、まずは全区民に『わがごと』との認識を持ってもらい、区全域版チームオレンジ
（≒ 当事者およびその介護者を支援する地域資源のネットワーク）といったプラッ
トフォーム創出を目指しつつ、課題識別を始め、できるところからの実践展開などを
図っている
2)支援内容・・・広報
活動の周知のためには、どのような手段があるか、プロボノメンバーと団体が「壁打
ち的」に議論し、具体化する
3)支援メンバー、支援期間、支援のポイント
4名で支援 5か月
①壁打ちによる議論の深耕
②団体として初となる「平日夜のオンライン型認知症サポーター養成講座」の試
行
＊団体の真のニーズの把握、ワーカー案の提案の仕方等、いろいろと試行錯誤し
た

4)成果物
①壁打ちで出てきた様々な
提案の一覧化
②オンライン講座試行のため
の諸準備

プロジェクト型プロボノ・・・活動紹介
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５たかつマンション防災ネットワーク協議会 ６エンパワメントかながわ
1)団体の紹介
川崎市内の分譲マンション住民に”在宅避難のマンション防災”を定着させ、災
害時、マンション住民の安全・安心の在宅避難生活を実現するとともに、地域
避難所の混雑緩和を図るべく、様々な広報、啓発活動を実施している
2)支援内容・・・広報
①活動の知名度向上のための広報立案の支援を行う
②一緒に活動してくれるメンバーの増員のための広報の立案支援を行う
3)支援メンバー、支援期間、支援のポイント
4名で支援 5か月
団体の現在進行中の企画等に付加価値を加える形での支援を行う
＊ワーカーが仕事等で培った様々な知見の反映をさせることとした
4)成果物
団体が企画する講座の内容改善や、その案内チラシ等の認知度向上に向け
た提案
＊提案はほぼ100％、実装して頂けた

1)団体の紹介
すべての子どもが、自分自身を大切に思い、暴力を受けずに安心して生きてい
ける社会の実現を目的とし、子どもへの暴力防止教育（CAPプログラム） 、
デートDV予防プログラム 、子育て支援・保護者向けワークショップ、人権啓
発・研修事業、相談支援活動、人材育成・講座開催、啓発グッズ・教材制
作を実施している
2)支援内容・・・資金調達・支援者開拓
①継続寄付者獲得に向けた戦略立案を支援する
②寄付者数の増加に向けた戦略立案を支援する等
3)支援メンバー、支援期間、支援のポイント
4名で支援 5か月
団体への早め早めの提案と調整を行うことに心がけた
＊依頼内容の詳細や、団体が既に持っている知見の共有を図るためにいろい
ろと試行錯誤した

4)成果物
①NPO向けクレジット
決済サービス比較

②ファンドレイジング
実施体制の構築

③その他︓改善観点のご
提案

プロジェクト型プロボノ・・・活動紹介
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プロジェクト型プロボノ・・・ワーカー アンケート結果

「川崎プロボノ部2025」に
参加していかがでしたか

川崎プロボノ部に期待していたことは
達成できましたか︖

今回の川崎プロボノ部への参加を経て、
ご自身に何か変化はありましたか

来年度、川崎プロボノ部が
開催されるとしたら、参加したいですか︖

©  川崎プロボノ部2025



団体支援プロボノ・・・団体 アンケート結果

「川崎プロボノ部2025」に
参加していかがでしたか

プロボノチームの提案内容は
納得のいくものでしたか︖

プロボノチームによる貴団体の
課題の把握・整理は的確でしたか︖

今後もプロボノプロジェクトを
依頼したいですか︖ ＊支援は６団体だが、同じ団体から

２名の回答が寄せられたので、
そのまま掲載©  川崎プロボノ部2025



町内会・自治会デジタル支援・・・アンケート結果

１．この講座を何で知りましたか

３．この講座の内容は如何でしたか ４．必要な情報は得られましたか

3
6

11
18

21
28

34
38

⑧ その他
⑦ 川崎プロボノ部の今後の支援内容が知りたい

⑤ 役員の連絡網として使えるか確認したい
⑥ デジタルが苦手な会員への啓発方法を知りたい

④ 防災情報や災害時の安否確認等に使えるか知りたい
③ 回覧板として使えるか知りたい

② 広報用として、どんなデジタルツールがあるのか知りたい
① 他の町内会・自治会での導入事例を知りたい

２．この講座の参加の動機はなんですか２．この講座の参加の動機は何ですか
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